
皆さん、交感神経と副交感神経の役割を知って

いますか。左図にあるように身体の様々な臓器に

信号を伝える神経のことですが、よく見て下さい。

例えば、心臓では交感神経が働くと心拍数が増加

し、副交感神経が働くと反対に減少します。つまり、

両者は身体の調子をコントールするアクセルとブレ

ーキのような役割をしていて、二つ合わせて“自律

神経”と呼ばれています。 

 

運動すると心拍数があがり汗をかいたりしますが、

これは意識しなくても交感神経が働いているから

です。反対に休憩すると副交感神経が働いて臓

器を休ませているのです。このように自律神経が

バランス良く働いていると健康に生活できます。 

ところが、何かのきっかけでこのバラスが乱れる

と、左表のような症状が現れてきます。いわ

ゆる自律神経失調症と呼ばれる症状で、め

まい、頭痛、食欲不振、不眠などの身体的

症状に加え、精神的にも情緒不安定になる

事もあるそうです。 

 

じつは、このバランスが乱れる原因のひと

つにタバコがあると言われています。タバコ

の主成分であるニコチンは、脳内でドーパミンを発

生させ心地良さを感じさせる以外に、血管を収縮さ

せる働きがあります。精神的にはリラックスしている

のに、血管が縮まると心拍数があがるので自律神

経のバランスを乱す事になるのです。他にもタバコ

の有害物質が自律神経を乱す可能性があります。 

 

ニコチン依存症になると、こんなアンバランスを繰

り返す事になるのですから、タバコを吸い始めては

いけません。 
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